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論　　文　　の　　要　　旨

　可換環の研究と非可換環の研究との問の大きな差異の一つに前者に対して古曲商環は無条件に存

在するが後者に対してそれは一般に存在しないことを挙げることができる。さらに存在しても一般

に左商環と右商環とは異なるのである。1963年J．La㎜bekは古典商環の概念を極大商環の概念にま

で拡張すれば非可換環に対しても極大商環が常に存在することを示した。当然、環とその極大商環

との関連が研究の対象になるがヨ1967年半単純極大商環をもつ環の特徴付がF．S狐do㎜虹skiによっ

てなされた。一方、同年J．P．Jansは準フロベニゥウス（以下QFと略称）古典商環をもつ環の特徴

付を与えた。これはべき零イデアルをもつ古典商環を扱った興味ある研究である。

　本論文で著者はQF環又はQF－3環を極大商環としてもつ環の構造及びその加群圏を研究してい

る。こ㌧でQF－3環とは群環ラ三角行列環などを含む概念で。最小忠実加群里即ち任意の忠実加群

に直和因子として含まれる加群ヨの存在するような環のことである。

　第王章では自己入射的右極大商環Qをもつ環Rの特徴付を与えている。特にE（R）一右零化イデア

ルの昇鎖律をRに課することによりQがQF環になることを示しヨ更に上述Jansの特徴付における4

条件のうちのユ条件が過剰であることを指摘している。

　第2章では環Rの極大右商環Qの有限生成右R一部分加群がRの直積に埋蔵されることとQが極大左

商環に埋蔵されることとが同値であることを証明している。更にQがS一環の場合，Qの有限生成右

R一加群が自由加群に埋蔵されること。Qが右R一加群として平垣であること、Qが極大左商環であ

＿211一



ること争いづれも同値になるという興味ある結果も導いている。

　第3章においては環Rが準素QF－3ラ両側極大商環をもつための次の必十条件を与えている：Rの

零化左イデアルに対し降鎖律が成立し骨更にE（蓬R）の有限生成部分加群が。Rの直積に埋蔵され

る。

　極大商環の理論は局所化関手の理論に自然に関連するが雪第4章では商加群のつくる部分圏間の

双対定理が成立する条件が研究される。又第5章では準素QF－3極大商環をもつ環Rに対しラ有限生

成ref工exive加群Xヲ即ちHo恥（Ho㎜。（X争R）ラR）二X雪は塞Rの直積にrati㎝a豆c至osedな部分加

群として埋蔵されることを証明している。

審　　査　　の　　要　　旨

　第1章におけるQF一極大商環に関する定理はB．Stens㈹m著：Ri恥gs　ofQuot豆ents，GrむΩd．Math．

Wiss．（Spri㎎er）に政池の定理として既に掲載されており同研究分野から注目されている結果であ

る。又第2章の極大右商環と極大左商環との一致に関する結果もS一環の平垣性との関連において興

味あるものである。著者の研究はこのように基本的な問題に極わめて精綴な解答を与えるというも

ので，秀れた洞察力を伺わせるものである。第3，4事5章は環が準素QF－3極大商環をもつ場

合ヨ極大商環の構造がもとの環の構造ヨその上の加群，双対定理に如何に反映するかを問題にして

いる。特に定理3雪4はCo且by一趾t廠（五971）害Ringe1－Tach豆kawa（1975）の研究を発展させた

最終的結果、と見徴せ高く評価できる。

　よって昏著者は理学博士の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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